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コレゴヌス種苗生産試験 

（初期配合飼料の違いによる成長・生残について） 

 

團 昭紀・尾田 文治 

 

 

 

目  的 

全国湖沼河川養殖研究会外国産新魚種導入検討部会コレゴヌス初期試料連絡試験の中で標記試験を

行ったので報告する。 

 

材料と方法 

  試験区は,協和発酵工業株式会社の「初期試料 A250,A400」と中部飼料株式会社の「そだてーる SS,S」

を給餌する 2 区を設定した。飼育水槽は,図 1 に示したアマゴ用孵化槽（たて・よこ：0.85・2.0,深

さ：0.3m）を 2 槽使用した。使用した発眼卵は,1 月 4 日に 1 尾から採卵したもので,図 2 の一升瓶型

孵化器に収容していたものである。これを,3月 4日に図 1に設置した漏斗型孵化器に発眼卵 3,360 粒

ずつをイソジン消毒を行った後,収容した。試験期間は 3 月 4 日から 5 月 18 日までとし,孵化が確認

された 2 日後の 3 月 13 日から給餌を開始した。給餌方法は,手撒きにより 1 日当たり 8 回から始め,

最終的には 4 回とした。また,ワムシ・アルテミア等の生物餌料は使わず,配合飼料単独給餌とした。

給水量は毎分 2.5 から最終的に 30 まで増加させた。 

  また,試験区とは別の,複数の親魚から採卵した発眼卵を使い,両配合飼料を混合した区も設定した。

配合飼料の混合割合は等量で混合した。 

 

   

図 1 孵化器及び飼育槽 

 

 



－2－ 

   

図 2 一升瓶型孵化器 

 

   

図 3 とり上げ魚，（試験終了時）（左から,混合区,中部区,協和区） 

 

   

図 4 飼育期間中の水温推移 
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結  果 

  歩留まり,成長結果とも「協和」区が良好であった。総給餌量は「協和」で 1,033g，「中部」で 1,060g

となり,1尾当たりの生産原価を算出してみると「協和」で 4.6 円,「中部」で 1.7 円となった。 

 

表 1 生残結果 

   

 

表 2 成長結果 

 


